










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































138 商 経 論 叢 第５３巻第１・２合併号（２０１８．１）
表６ 苟完社の出資者
株主 株数 出資予定額（円） 旧禄高 一族・親戚 旧臣
横山隆平 ２００ １０，０００ ３０，０００石 ○
奥村則友 １００ ５，０００ １２，０００石 ○
横山政和 ４２ ２，１００ １０，０００石 ○
横山隆幹 ２０ １，０００ ○
横山隆和 １８ ８００ （１３１俵） ○
松原一知 １４ ７００
横山隆興 １２ ６００ （１３１俵） ○
深美八百次郎 〃 〃
横山隆康 １０ ５００ （○）
明石雅男 〃 〃 ２人扶持 ○
上田好謙 〃 〃 １４俵
山本惟 〃 〃
石黒田鶴 〃 〃
横山隆主 ８ ４００ （○）
深美秀 〃 〃
加納信敬 ７ ３５０ ２人扶持 ○
松田好孝 〃 〃
井上索二 ６ ３００
中泉既明 ５ ２５０ ○










上田歩 ３ １５０ ４００石 ○















































































































































１８７９ ５ １０，６６５ ８５０ １５２ ８２２ １２，４９０ ８，４７３ １，３２４ ９，７９７
６ ８，４５５ ― ３１９ ２，６９２ １１，４６６ ６，８８８ ２，０９０ ８，９７８
７ ９，４０９ ３，４００ ４２４ ２，６９２ １５，７２６ ８，１９８ ２，５９１ １０，７８９
８ １１，４１６ １，２５０ ５，３８２ ４，９３７ ２２，９８５ ８，０２２ ７，０８０ １５，８２２
９ １３，０８６ ５０ ５，４６８ ７，１６２ ２５，７６７ １０，０３８ １０，８９０ ２０，９２８
１０ ４，５７５ ６，２９０ ２，６４２ ４，８３８ １８，３４７ ６，０９０ ５，２１５ １１，３０６
１１ ５，１７１ ３，３７０ ５，３２８ ７，０４１ ２０，９１０ １３，４１０ ７６４ １４，１７４
１２ ３，１３５ ８４８ １１，０００ ６，７３６ ２１，７２０ １２，９３１ ２７０ １３，２０１
１８８０ １ ９，１６３ ５０１ ２，６９５ ８，５１９ ２０，８７８ １５，４００ ３７４ １５，７７４
２ ３，２０７ ２，２１２ ４，４３５ ５，１０４ １４，９５９ ４，９６２ ２，７２７ ７，６８９
３ ６，７３６ １，１４５ １０，６８１ ７，２６９ ２５，８３２ ２０，９９２ １，４３０ ２２，４２３
６ ２，０３６ ・・・ １２，６７５ ７，３００ １，３６０ ― … ２３，３７２ ９，４７１ ２，６２７ ７，１６４ １，３６０ ２０，６２２
７ １，２１１ ・・・ ２，２２３ １５，３００ ７８ ２，０００ … ２０，８１３ ５，０００ ２８ １０，８００ ３，０８０ １８，９０８
８ ７４１ ・・・ ２５，４７９ １５，５００ １，１２０ ― … ４２，８４０ ３３，５１４ ２，４０５ ７，５００ ― ４３，４２０
９ ２，０５６ ・・・ ５，３５７ ６，７７８ １，０００ ３，１９０ … １８，３８３ ２，３２２ ２，３７４ ５，３７８ ２，５００ １２，５７４
１０ １，８９９ ・・・ ４，６６７ ２，２００ ７２０ ３，５８０ … １３，０６７ ３，４１５ １，８１４ ― ７，７９５ １３，０４６



















































































利子入金 雑益 計 利子支払 他店ェ支払利子 諸雑費 計 創業費 旅費
その
他
２，６９２ ７７ １８ ９６ ８５ １７ １０３ △６ ６５ ５０ ―
２，４８８ １１１ ２４ １３６ ６６ ７５ １４２ △７ ― ― ―
４，９３７ １０３ １８ １２１ ４６６ １２６ ５９３ △４７１ ０ ― ―
７，１６２ ２７０ １０ ２８１ １９０ ５６ ２４７ ３４ △１，３７０ ― ―
４，８３８ ２７０ １０ ２８０ ５２３ １１６ ６４０ △３５９ △１，３９５ ― ―
７，０４１ １６４ ８ １７２ ３７７ １０７ ４８５ △３１２ １６ ― ７
６，７３６ ８３２ ５７ ８８９ ４９６ １０９ ６０５ ２８３ ４ ― ―
８，５１９ ９２０ ５１ ９７１ １，２１６ １３５ １，３５１ △３８０ △６ ― ―
５，１０４ ６０３ ２ ６０６ ５４ １２８ １８２ ４２３ ７ ― ―
７，２６９ ４０４ ２ ４０６ １，５４２ ９６ １，６３８ △１，２３２ ― ― ―
３，４０９ １，３７０ ５０ １，４２１ ４ １３６ １４０ １，２８０ ５６ ― ―
２，７５０ ３７１ ３２ ４０３ ９０８ ４６４ ８４ １，４５７ △１，０５３ ― １４ ４
１，９０５ １４８ ０ １４９ ３ ２９９ ８７ ３９１ △２４１ ― ― １８
△５７９ ６８６ ６ ６９３ １ ２０２ １２８ ３３２ ３６０ ７ ５ ６３
５，８０９ ３６５ ０ ３６６ １３ ３，４１５ １３３ ３，５６２ △３，１９６ １６ ６ ９０
２０ ８７０ ０ ８７１ ７ ５８４ １１４ ７０５ １６６ ５ ３ △４





































































































































































２ 為替会社１２，０００ 第十二銀行１，７８７ 第四十四銀行１，０００
４ 第十二銀行３，０００ 協成舎２，５００ 第四十四銀行２，０００
５ 為替会社７，０００ 協成舎７，０００ 第十二銀行３，０００
６ 為替会社４，０００ 第十二銀行２，０００ 第四十四銀行１，０００
７ 第七十四銀行７，０００ 為替会社５，０００ 第四十四銀行２，８００ 製塩社２，１００
８ 第七十四銀行１３，０００ 為替会社１，０００ 第十二銀行１，０００ 真成社５００
９ 為替会社３３，０００ 第十二銀行２，０００ 真成社１，０００ 製塩社１，０００
１０ 第十二銀行４，３２６ 為替会社４，０００ 第七十四銀行３，０００ 第二十六銀行１，０００
１１ 為替会社６，５００ 第十二銀行３，２５０ 第四十四銀行２，５００ 育成舎１，７００
１２ 第十二銀行７，９２５ 向島幸助４，９００ 第七十四銀行４，５８２ 第四十四銀行４，０００
１８８１ １ 為替会社４，０００ 第十二銀行３，０００ 第四十四銀行２，０００ 向島幸助２，０００
２ 第四十四銀行４，０００ 向島幸助３，９５０ 第十二銀行２，６００ 第二十六銀行１，７００
３ 第二十六銀行３，３００ 為替会社２，５００ 第四十四銀行１，５００ 第十二銀行１，１００
４ 為替会社５，０００ 第二十六銀行４，０００ 第十二銀行２，０００ 友田儀兵衛３６０
５ 協成舎３，３６７ 第四十四銀行２，７００ 向島幸助２，３００ 第七十五銀行２，０００
６ 為替会社１２，８５０ 第七十四銀行５，０００ 第十二銀行２，８００ 第二十六銀行２，５００
７ 為替会社７，２００ 交換社３，５００ 第二十六銀行２，６００ 向島幸助１，５００
８ 第十二銀行４，８９０ 交換社２，０００ 第七十五銀行１，０００ 北雄社８００
９ 向島幸助１，６００ 為替会社１，０００ 育成社９５０ 第二任伸会社５５０
１０ 第十三銀行１０，０００ 交換社５，５００ 北雄社・第十二銀行各１，０００ 第二十六銀行５００
１１ 第七十四銀行４，０００ 橋長三郎１，７００ 第十二銀行１，５００ 直誠社１，３００
１２ 第十二銀行３，５００ 水原清３，０００ 向島幸助２，６００ 第七十四銀行２，０００
１８８２ １ 第二十六銀行２，２００ 第十二銀行１，０００ 横山隆山口添１，０００ 向島幸助３００
２ 第十二銀行３，０００ 岡野立三郎１，７１０ 第二十六銀行１，０００ 辰巳啓口添７００
３ 辰巳啓（口添を含む）５，８００ 交換社１，１００ 真誠社１，０００ 向島幸助・第四十四銀行各５００
４ 第十二銀行２，５００ 北雄社２，２００ 第四十四銀行・辰巳啓各１，５００ 向島幸助・第七十四銀行各５００
５ 杉野時次（口添を含む）２１，５００ 利用社２，０００ 真誠社・育成舎各１，０００ 向島幸助７００
６ 辰巳啓口添２，５００ 横山隆興口添１，５００ 北雄社１，０００ 交換社２５０
７ 辰巳啓６，３００ 第十二銀行５，８００ 第七十四銀行２，０００ 真誠社１，０００
８ 横山隆興口添１，２８０ 北雄社８００ 第十二銀行７６０ 辰巳啓７５０
９ 第十二銀行５，２００ 隆宝館２，２００ 第七十四銀行２，０００ 牧野又七１，０００
１０ 辰巳啓２，５００ 水原清１，０００ 中泉既明（口添を含む）８４５ 向島幸助５００
１１ 第十二銀行１２，０００ 第七十四銀行２，０００ 隆宝館１，０００ 辰巳啓・石黒伝六各５００
１２ 第十二銀行４，３５０ 隆宝館２，２００ 向島幸助１，９００ 辰巳啓・福田義直・北雄社各５００
１８８３ １ 崎田喜市郎１，０００
２ 横山隆平４，３３２ 溝口之房２，０００ 北雄社８００ 第十二銀行６６７
３ 横山隆平１１，３５０ 第十二銀行６，５００ 第七十四銀行２，０００ 山崎小平１，５００
４ 辰巳啓６，８９０ 横山隆平１，１００ 杉野時次１，０００ 中泉既明口添３１０
５ 横山隆平３，５００ 辰巳啓９００ 利用社５００ 第七十五銀行４００
６ 第十二銀行５，５００ 横山隆平３，０００ 中泉既明３５０ 木村他三郎４０５
７ 辰巳啓９，２５０ 第十二銀行４，５００ 第七十五銀行５００ 木村他三郎７０
８ 辰巳啓１２，０００ 隆宝館１，６４７ 木村他三郎（口添を含む）４７５ 中泉既明３００
９ 第十二銀行４，９００ 横山隆平３，０００ 溝口之房１，６００ 福田義直３００
１０ 辰巳啓８，９００ 第十二銀行３，５００ 村田助次郎２，０００ 横山隆平１，０００
１１ 横山隆平２，５００ 辰巳啓１，１００ 溝口之房１，０００ 木村他三郎６００





































































年 月 貸付額 貸 付 先製塩社 採鉱所 育成舎 その他
１８７９ ４ … ― ― ― 「能美郡貸付中勘」１，６００
５ ８，４７３ … … …
６ ６，８８８ … … …
７ ８，１９８ … … … 通運会社１５０
８ ８，０２２ （５，３５１） ― ―
９ １０，０３８ （１，１４５） ― ― 四十四銀行４，０００，阿部太右衛門１，０００
１０ ６，０９０ １，１３０ ― ― 七十四銀行１，５００，小島喜三１，２００，「高岡貸付」１，５００
１１ １３，４１０ ７，２４５ ― ― 徳市伝吉１，３００，磯部紋四郎１，２００，桃井勘六郎９５０
１２ １２，９３１ ６，２０９ ― ― 鉱永舎３，０００，四十四銀行１，０００，酒井繁三郎６６０
１８８０ １ １５，１０１ １２，８２７ （７４６） ― 鉱永舎５００
２ ４，９６２ ２，１５２ ― ―
３ ２０，９９２ ― ― ― 姫野五右衛門２，０００
４ （１９，０６０） １０，０８９ ― ― 小泉甚太郎３，９５０，吉田八百松１，８００，照円寺１，１００
５ （４，２６６） ２，１９０ ― ― 木谷恒松１，０００，池田久義９００
６ ２３，４１８ １５，９０６ ― １，５００ 汽船社１，６４０，河崎曽平・木谷弥平各１，０００，…吉田八百松５０
７ ５，０００ ― ― ６１１ 姫野五右衛門１，０００，観光社真田信静７００，横山隆興６５０，木谷恒松５００…吉田八百松２０
８ ３３，５１４ ２５，０００ ― ６００ 真成社２，０００，交換社１，０００，北雄社１，０００
９ ２，３２２ ― （３００） ２８５
１０ ３，４１５ ８００ ５００ ７８０ 第四十四銀行５００，鷹栖保兵衛４５０
１１ １，３５５ ― ９１５ ―
１２ ２，５９１ ― １，０８０ ７５５ 交換社４００
１８８１ １ ４，１４０ ― ５５０ ５３０ 横山隆和２，５３８
２ １，６０８ ― ２００ ― 木谷恒松８００，金田久之２８９，勝尾半信１３０
３ ３１，８６９ ２６，６７４ ４５０ ３５０ 島田敬達２，０００，交換社１，０００，小泉甚太郎１，０００
４ ４，５５０ ― ６００ １，０５０ 辰巳啓１，３００，島田敬連７００，交換社６００
５ ８，５３８ ― ６，４３５ ５０ 西野発随５１０，林種太郎３５０，村山政助３００，細野口鉱山１００円
６ ３，５５０ ― ― ９００ 交換社１，６００，河島丘平４３０
７ ３，９３８ ― ― １００ 交換社３，０００，長門丸景門５００
８ ７２０ ― ― ２００ 渡辺従吉４７０
９ ２１０ ― ― ２００
１０ １，５４２ ― ― ― 本願寺別院６００，中川勝太郎４６０，辰巳啓２００
１１ ６１０ ― ― ― 交換社４００，大田守直２００
１２ ３３０ ― ― ― 松山可証２４０
１８８２ １ ６ ― ― ― 大田貞６
２ ７０ ― ― 寺田繁則７０
３ ８２２ ― ― ２２０ 若狭又三郎２５０，千田敬信１５０
４ １，２９３ ― ― １，０７０ 横山隆平１００
５ ８５９ ― ― ― 交換社２００，竹田吉平２００，金田台八郎１４０
６ ８５５ ― ― ― 交換社６００，金田台八郎１５０
７ １，７０５ ― ― ― 交換社７５０，渡辺従吉・久保定円５５０，勝尾半信１００
８ ６０ ― ― ― 金田台八郎６０
９ ３０ ― ― 金田台八郎３０
１０ ３，４７８ ― 隆宝館１，３５０ 島田敬連１，４１８，守山藤七３５０
１１ ７７０ ― 隆宝館１００ 交換社６００
１２ １，０７５ ― 隆宝館３００ 北雄社５００，第七十四銀行１５０
１８８３ １ １６ ― ― 清水１６
２ １６５ ― ― 松山可証６０，中川勝太郎３５米沢林之丞３０
３ １１０ ― ― 中川典克５０，奥村則友５０
４ ３５５ ― ― 横山隆主１２０，松山可証１０５，横山隆興８０
５ ２００ ― ― 琴与吉郎１００，松山可証１００
６ ３７０ ― ― 横山隆山３００，横山隆幹７０
７ ７４５ ― ― 一二三栄林５００，伊藤小太郎１００
８ ５６ ― ― 横山政和２１，寺尾理三郎２０
９ ７５ ― ― 中川元次郎７５
１０ ５ ― ― 勝尾半信５
１１ ２６６ ― ― 北雄社２５０














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































174 商 経 論 叢 第５３巻第１・２合併号（２０１８．１）
製塩社破綻に際して，金沢区長らの仲介があったにせよ，自ら泥をかぶって，中下級士族にきわ
めて寛大な解決策を容認した点に示されている。そしてそれも大きな要因として，隆宝館・横山
家は苦境に陥るが，最後には隆平は自らの財産を手放し，「一家離散スルトモ敢テ苦カラス」と
いう悲壮な覚悟を決めて，事態に対処しようとした点にも示されている。
むろん種々の条件ないし幸運にも恵まれた。金融面では，円三堂の両替商向島もさることなが
ら，辰巳啓の背後にあった第十二国立銀行の存在が大きかったのではないか。苟完社の場合は，
第十二ほかの国立銀行や為替会社などから融資を受け，製塩社なる士族の起業に融資して失敗に
終わったが，鉱山事業については国立銀行の融資が士族の起業に大きく貢献した例といえよう。
むろん旧八家奥村栄滋をはじめとする各層士族による金禄公債提供による支援も重要であった。
また，従来のイメージ通り，隆平の叔父であり同世代の隆興の存在は，彼が理化学教育を受けて
いた点でも，積極的な企業家的行動を提起した点でも，大きかったであろう。中泉既明を含めて
一族経営のメリットである相互の信頼関係が生かされたばかりでなく，林孝儀など一部の旧臣そ
の他の士族との信頼関係も重要だったであろう。隆平は，前田家評議人として長期の上京なども
あり，隆興や中泉らに権限移譲することも多かったとはいえ，自ら具体的な危機対応策も提案し
ており，トップの役割を実質的に果たしていた。そして彼は，隆宝館については自らの単独出資
というオーナー経営者とはいえ，独裁的ではなく，意思決定に際して，職員との協議を重視した
経営システムであった。隆平の危機打開案に対する協議の参加メンバーは不明であるが，少なく
とも一族親戚の隆興や中泉をはじめ数名の職員がいたはずである。こうした経営システムが可能
となったのは，やはり一族親戚・旧臣を含んだ強い人的つながりを基礎としていたからに違いな
い。もちろん，すべての前提として，尾小屋の富鉱脈の存在が不可欠であったことはいうまでも
ない。
いずれせよ，横山家の事業経営の展開は，１８７０年代末頃の「初期的な企業勃興」の一環とし
て開始された起業を，明治中後期へと続く長期的な成功に導くことは，容易でなかったことを示
す事例でもあろう。そして１８８６年以降も一直線に発展していったのではない。隆宝館には１８９０
年代にも危機があった。それらの検討は次の課題となる。
（付記）本稿作成にあたって，横山隆昭氏，横山方子氏，木越隆三所長ほかの金沢城調査研究所，
竹松幸香氏ほかの前田土佐守家資料館，および小松市史編さん事務局に，大変お世話になった
ことを記して，感謝いたします。
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